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INTRODUCTION 


口 聡一 さん が 、 待 ち に 待っ た 宇宙 へ 旅立ち 

無事 に 帰還 し た こと は 、 日 本 全国 どこ に 行 

っ て も 大 き を な 話題 に な っ て いま す 。 JAXAs 

003 で は 、 そ の フラ イト の 中 か ら 際 立っ た 写 
真 を 紹介 し まし た 。 宇 宙 に つい て の ニュ ー ス が 多い 今年 
に あっ て は 、X 線 天文 衛星 「 け すざく] の 誕生 は 旧 聞 に 属し 
ます が 、 快 挙 で し た 。 現在 は 探査 機 | は や ぶさ 」 に よる 小 
惑星 イト カワ か ら の サン プル 採取 の オペ レー ショ ン が 、 
クラ イマ ックス を 迎え よう と し て いま す 。 楽 し み で すね 。 
宇宙 教育 セン ター は 、 息 の 長い 大 事 な 事 業 に と りか か っ 
て いま す 。 


名 古屋 で 開催 され た 愛 ・ 地 球 博 も 、9 月 25 日 で 閉幕 で す 。 
その キッ コロ メッ セ と いう 会 場 で は 、 フ ァ イ ナ ル ・ イ ベ 
ント と し て JAXA 主 催 に よる 「 宇 宙 、 地球 、 そ し て 未来 へ 」 
と いう 催し が 大 人 気 。 旬 な 「 は や ぶさ 」 と 今年 度 打ち 上 げ 
の 迫る ALOS( 陸 域 観 測 技術 衛星 ) は 、 二 つ と も 実物 大 模 
型 で 、 会 場 を 圧倒 し 、 野口 さん の ヒュ ー ス トン か ら の 対 
話 、 向井 千秋 さん の 出演 、 ア メリ カ の 火星 探査 の 英雄 ゴ 
ロン ベッ ク の 講演 な ど 、 盛 り 沢山 の 内 容 で す 。 


と ころ で 野口 さん が 飛ん で 、 若 
で よく 聞か れる の は | 日 本 は 日 
本 の 力 で 宇宙 へ 人 間 を 運ぶ 計画 
は な いん で すか ?」 と いう 間 い 
で す 。 有人 宇宙 飛行 を 展望 する 
長期 ビジ ョ ン を 策定 し た 今 こ 
そ 、 隊列 を 整え て 国民 の みな さ 
ん の 夢 を 実現 する JAXA と し て 
幕 進 し た いで すね 。 
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KN いい 
MIAoe と ホネ ず が we 
” の 具 う に 較 今 回 の フラ イト で て 大 量 の デ * 

ジ 多 し レディ タ が イン ター ネ で 公開 され た 。 動 人 

画像 の イン ター ネッ ト に まる 邊 中 継 は も ち ちる 4 当 

デザ タ ルカ メラ で 撮影 き れ た 画像 8 フラ ギ 小 四 購 「IN」 

か ら 連 目 ウ ェ ブ サザ イト ( に 公開 きれ た 。 る 4 

し が も 、 それ ら の 写真 は 盤 く 』 ほど 解明 な w 江 

か り 計 ディ スカ バリ ー 号 の 面 導 の 

確認 する た め ISS 山際 宇宙 ステ ーション ) が ら 。 

5 撮影 され た 画像 を ど は メデ ィ ア で も 多く 取り 

ト げ ら れ た が 、 その 価 填 倍 も の 量 の 人 解像度 画 

像 | が 、 ウ ェ ブ # ィ 。、 で 閲覧 で きる よう に な 

で きる 。 > 

今回 の フラ k<( # じ めで 宇宙 補 間 に 持ち 出 き 張 詩 
れ た デジ タル カラ に よる 写真 を は じ め と する 
て ッ ト を 上 厳選 し 、 さ 
ら に 搭載 林 器 1 4 し た ミッ 
ショ ン の 当事者 で ある 若 国光 = 宇宙 飛行 士 の 


プー 写真 特集 才 お 届 けり する: ' 寺 Sa ' ` きゃ 
* ' " 
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ーー つい 叶 放 w 知 
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回 の ディ スカ バリ ー 号 の ミッ ショ ン は 、 

カー ゴ ベ イ (荷物 室 ) に 収め られ た ペイ ロ 
ー ド (搭載 物 ) に 言い 尽く され る 。 最 も 目立つ 銀 
色 の 筒 が 、ISS (国際 宇宙 ステ ーション ) へ の 物資 
を 納め た コン テ ナ 「MPLM]」。 内 部 に は ISS の た 
め の 交 換 部 品 や 食料 な ど が 納め られ て いる 。 
「MPLM」 の 機 首 側 に は 、ISS に 取り 付け られ て 瞬 
露 部 (宇宙 空間 ) で の 保管 スペ ー ス の 役割 を 果たす 
「ESP-2] と 呼ば れる モジ ュー ル が ある 。「MPLM] 
の 尾 細 寄 り 左側 に は 、 耐 熱 タ イル な どの 補修 テス 
ト に 使う サン プル が 収め られ た ボッ クス が 、 右 翼 
側 に は 地球 ゴマ の 原理 で ISS 全 体 の 姿勢 を 変え る 


船 外 活動 に 備え る 野口 聡一 宇宙 飛行 士 ( 左 ) と ス 
ティ ー ブ ン ・ ロ ビン ソン 宇宙 飛行 士 ( 右 )【 写 真 : 4】 
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た め に 使う 「CMG」 が 収め られ て いる 。 [CMG」 の 
新品 へ の 交換 も 今回 の ミッ ショ ン の 重要 な 一 部 。 

カー ゴ ベ イ の 左側 の 白い 棒 は 、 も と も と シャ トル 
に 装備 され て いる ロボ ッ ト ア ー ム 「SRMS」 だ が 、 
今回 は 右側 に [SRMS」 の 先 に 装着 し て 機体 の 腹 
側 も 含め 、 す べ て の 部 分 を 検査 可能 と する 
「OBSS」 と 呼ば れる 検査 用 の 子 ア ー ム が 収納 さ 
れ て いる 。 

今回 の ミッ ショ ン で 若田 光一 宇宙 飛行 士 は 、 
NASA の 宇宙 飛行 士 室 を 代表 し て この OBSS の 
開発 チー ム に 加わ り 、 地 上 支援 を 行っ た 。 

「 レ ー ザ ー ス キャ ナー を 備え た OBSS を 使う こと 
で 、 主要 前 縁 と 機 首 の 、 わ ず か 0.05 ミ リ メ ー ト ル 
の 損傷 を も 見 逃さ すす と ら え る こと が で きま す 。 
複雑 な 三次 元 形状 の 主要 前 縁 を 、 ま る で バイ オ 
リン の 弦 を 引く よう に 検査 し ます 。 これ ら の シス 
テム で (機体 の 損傷 状況 が ) 見 えす ぎる くら い に 
見 えて いた 。 だ か ら 今回 の フラ イト は 、 シ ャ トル 
を 取り 囲む タイ ル な どの 熱 防護 シス テム の 状態 
を 把握 で きる と いう 点 で 、 こ れ ま で に な い レ ベル 
の 安全 性 が 実現 で きた フラ イト だ っ た の で は な 
いで し ょ うか ] (若田 宇宙 飛行 士 ) 【 写 真 : 1, 2】 
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ミッ ショ ン の 目的 と ペイ ロー ド 


ャ トル の 耐熱 部 の 状態 を 確認 する た め 、 
ドッ キン グ 直 前 に ISS か ら 撮 影 さ れ た 写真 
の うち の 1 枚 。 タイ ル の 隙間 か ら わ ず か に 飛び 出 
し た 詰め 物 ( ギ ャ ッ プ ・ フ ィ ラ ー) まで 鮮明 に 写っ 
て いる 。 【 写 真 : 3】 
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寺 約 3 万 枚 。 OBSS を 用 いる 


で 、 合 
、 すべ て が 検査 可能 と な っ た 。 
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(は じ め て 衣 外 に 

持ち 出さ れ た 

デジ タル カメ ララ から 
解明 な 画像 が 届い た 


スペ ー ス シャ トル の カー ゴ ベ イ で 船 外 活動 を 行う 
野口 宇宙 飛行 士 。 脚 や 背 の 生命 維持 装置 の 赤い 
ライ ン は 識別 の た め 。 


|』 ボ ッ ト ア ー ム の 操作 を 担当 し た 、 ジ ム ・ ケ リー 
宇宙 飛行 士 と ウエ ン デ ィ ・ ロ ー レ ンス 宇宙 
飛行 士 。 二 人 の 中 央 に ロボ ッ ト ア ー ム を 操作 する 
た め の 、 ジョイスティック が 見 えて いる 。 
「 ロ ボッ ト ア ー ム や それ に 把持 され て いる 物体 は 、 
不意 の 接触 事故 を 防ぐ た め 通 常 シャ トル の 機体 構 
造 か ら 、2 フ ィ ー ト 以上 の 距離 を 保っ て いな けれ ば 
な り ま せん 。 同時 に その 距離 を カメ ラ で 確認 で き な 
けれ ば な り ま せん 。 ロボ ティ クス の 地上 管制 チー ム 
が 作成 し た 手順 の 安全 性 、 運 用 性 を 我々 の 地上 検 
証 チ ー ム が アー ム の シミ ュ レ ー タ ー を 使っ て 検証 
し 、 そ の 手順 を 軌道 上 の クル ー に 送る わけ で す 。 
この 検証 チー ム の 主 な メン バー は 3 名 で し た が 、 
シュ ガー、 若 田 、 テ ィ ン チ と いう 担当 者 の 頭 文 字 か 
ら ジ ム ・ ケ リー 宇宙 飛行 士 ら か ら は “SWAT” と 呼 
ば れる よう に な り ま し た 」 (若田 宇宙 飛行 士 ) 
ISS か ら 機 体 を 撮影 し た こと で 、 面 熱 タ イル の 精 
密 検査 が 必要 と な っ た 。 これ は 過去 の 飛行 デー タ 
か ら 想 定 さ れ て いた 作業 で 、 こ の 操作 手順 の 地上 
検証 も SWAT チ ー ム が 担当 し た 。 「2 つ の ロボ ッ ト 
アー ム の 運用 を 担当 し た ケリ ー、 ロ ー レ ンス 、 ト 
ー マ ス 、 カ マー ダ の 各 飛 行 士 の 操作 は 素 晴 し く 、 
複雑 な 作業 を 安全 に 手際 よく こなし て くれ まし た 。」 
(若田 宇宙 飛行 士 ) 【 写 真 : 9】 
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ボッ ト ア ー ム は モノ だ け で な く 宇 宙 飛 行 士 

も 運ぶ 。 さ ら に 支え の な い 宇 宙 空 間 で の 、 
足場 の 役割 も 果たす 。 アー ム の 先 に いる の は 、 ロ 
ビン ソン 飛行 士 。 今回 は 高 解像度 の デジ タル カメ 
ラ が は じ め て 軌道 上 に 持ち 出さ れ 、 き わ め て 鮮明 
な 写真 が フラ イト 中 か ら 地 上 に 届け られ た 。 ロビ 
ン ソ ン 宇 宙 政 行 士 の 左腕 に 取り 付け られ た 箱 が 、 
熱 防護 が 施さ れ た デジ タル カメ ラ 。【 写 真 : 6, 7】 


み デ SN 
陽 の 直射 を さえ ぎる バイ ザー に 、 野口 宇宙 
飛行 士 の 目 か ら 見 える 景色 が 映っ 人 
ン ) 兵 
」 


La 


中 央 に は カメ ラ を 構え た ステ ィ ー ブ ン ・ ロ 


ン ソン 生 宙 飛行 土 。。 靖 伯 。 


中 で の 実物 大 モデ ル に よる 訓練 や 、 コ ン ピ ュ 

ー タ ー・ シ ミュ レー ショ ン に よる 訓練 を 重ね 、 
本 番 に 臨ん だ 。 
[通常 の ISS 組 み 立 て 飛行 で は 、 軌 道上 で の 船 外 活 
動 の 10 倍 程度 の 時 間 を 水中 で の 訓練 に 費やし ま 
す 。 野 口 宇宙 飛行 士 と ロビ ン ソ ン 宇 宙 飛 行 士 は 、 訓 
練 中 か ら そ の 優れ た 船 外 活 動 の パフ ォ ー マ ンス に 
は 定評 が あり まし た 。 今 回 の ミッ ショ ン で は 、 コ ロ 
ン ビ ア 号 の 事故 で フラ イト が 延び まし た が 、 フ ラ 
イト を 待つ 間 の 時 間 を 非常 に 有効 に 使い 、80 回 近 
い 水 中 船 外 活動 訓練 を こなし まし た 。 そ の 徹底 し 
た 訓練 の 内 容 は NASA に と っ て 今回 の フラ イト が 
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どれ ほど 重要 で あっ た か を 示す も の だ と 思い ます 較 較 置 
し 、 そ こま で の 訓練 を や り と げた 両 宇宙 飛行 十 は 、 半 論 加 
完璧 に 本 番 を こなし まし た ]」 (若田 宇宙 飛行 士 ) 
[野口 さん は (宇宙 飛行 士 と し て 訓練 を 重ね た ) 9 年 m 2 
間 の 、1 秒 た り と も ムダ に し て いな か っ た ん で す 。 ーー 
それ が 彼 の 船 外 活 動 の リー ダー と いう 重要 な 任務 み as 

の 見 事 な 遂行 に つなが っ た の だ と 思い ます 。] 四 
(若田 宇宙 飛行 士 ) 【 写 真 : 11, 12, 13, 14】 


較 コン コダック 社 が 特別 に 制作 し た デジ タ 
ルー 眼 レ フカ メラ が 活躍 。 機体 が 上 昇 中 
の G (加速 度 ) フェ ー ズ の 終了 直後 、 タ ンク 断熱 
材 の 和 剥 離脱 落 部 分 を 撮影 で きた の も 、 地 上 で の 訓 
練 の た ま も の 。 【 写 真 : 15, 16, 17】 
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ROD 宙 凶 行 か ドッ キン グ ポ ー ト 代 に 最大 の ミッ ヨン 
NNNSNNSN べ 0 


うい ヽ 王 


帰還 


宙 飛 行 士 。 この 9 名 が ISS で 作業 に 当たり 、 ミッ ショ ン 


SS クル ー と と も に 記念 写真 。 ビ デオ カメ ラ 人 午 

を 回 し て いる 野口 宇宙 飛 行 士 か ら 右 に 、 ウ ェ 
ン デ ィ ー・ ロ ー レ ンス 、 セル ゲイ ・ ク リカ リョ フ 、 ジェ 議 
ー ム ス ・ ケ リー、 アン ドリ ュー・ ト ー マ ス 、 ジ ョ ン ・ フ ィ 
リッ プス 、 チャ ー ル ズ ・ カ マー タダ 各 宇 宙 飛 行 士 (グレ 
ー の 服 が ISS 長 期 滞在 クレ ー)。 右端 に アイ リー ン ・ 
コリ ンス 船長 で 、 撮 影 は ステ ィ ー ブ ン ・ ロ ビン ソン 宇 


中 に コロ ン ビ ア 事 故 欄 牲 者 へ の 追悼 式 な ども 行っ た 。 
野口 宇宙 飛行 士 は 船 外 活動 の 主 担当 で ある ほか に 、 
PHOTO'TV と いう 映像 通信 機器 の 操作 も 担当 し まし 
た 。 外 部 燃料 タン ク 分 離 時 の タン ク の 撮影 に 始ま り 、 
軌道 上 で の 様々 な 作業 の 記録 映像 の 撮影 と 地上 へ 
の ダウ ン リ ンク 小泉 首相 と の テレ ビ 会議 や 軌道 上 記 
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INFORMIATION ら 


ペン シル ロケ ッ ト 50 周 年 記念 の _ 
[ペン シル ロケ ッ ト フ ェ ス ティ バル | 
の 開催 


、 去る 8 月 19 日 、 千 葉 県 の 幕張 メッ 
- セ に て ペン シル ロケ ッ ト フ ェ ス テ 
ィ バ ル が 開催 され まし た 。「 ペ ン 
シル ロケ ッ ト 」 と は 、 す で に 
JAXA's 002 の 特集 で みな さん に 
詳し く お 伝え し た と お り 、 日 本 の 
宇宙 開発 史 の 始ま り と 言わ れる 
いわ ば ロケ ッ ト の 元祖 。 そ の 元 
祖 が 水平 発射 され た 日 か ら 50 周 
年 を 記念 し て 行っ た イベ ント で し 
た が 、 当 日 は 1955 年 当時 に 行わ 
れ た 水平 発射 実験 の 再現 が 見 ら 
れる と あっ て 、 開 場 の 30 分 前 か 
ら す で に 200 人 ほど の 人 が 大 行 
列 。 

記念 すべ き 第 1 回 目 の 再現 実験 


INFODRMATION4 


打ち 上 げ 情 報 


は 午前 中 の 記念 式典 の 中 で 行わ 
れ ま し た 。 [パン !! | と いう 運動 
会 の ピス トル の よう な 音 と 共に 
発射 する ロケ ッ ト は 迫力 満点 。 
子供 も 大 人 も 予想 以上 の ロケ ッ 
ト の 速 さ と 打ち 上 げ の 音 に 驚き 
の 表情 を か くせ な い 様 子 で し た 。 
水平 発射 再現 の ほか 、 JAXA ほ か 
約 13 社 の 企業 協力 に より 、 宇 宙 
を [体感 | し て も ら う こと を テー 
マ に し た JAXA や 協力 企業 に よる 
工作 教室 、 実 験 教室 、 プ ラ ネ タ 
リウ ム な どの 出し 物 ブ プー ス が 普 
びました が 、 す べ て の 整理 券 が 
飛ぶ よう に な く な り 、 毎 回 満員 
御礼 状態 。 当 日 の 来場 者 は 延べ 
4100 人 を 越え る と いう 大 盛況 ぶ 
り で し た 。 

JAXA と いた し まし て は 、 残 暑 の 
碧 い 中 、 会 場 ま で 足 を お 運び いた 
だ いた か た が た に 感謝 する と 共 
に 、 こ の イベ ント を 通じ 、 み な さ 
ん に 宇宙 を 身近 に 感じ て いた だ け 
た こと を 大 変 う れ し く 思っ て いま 
す 。 


OICETS、INDEX 
8 月 24 日 の 打ち 上 げ 成 功 


。 8 月 2 日 ( 水 ) 06 時 10 分 (日 本 時 間 ) 
に 、 ロ ンプ ア 宇 宙 庁 バイ コ ヌ ー ル 宇 
宙 基 地 (カザフ スタ ン 共 和 国 ) か ら 
ドニ エ プ ル ロケ ッ ト で 打ち 上 げ ら 
れ た 、 光 衛星 間 通 信 実 験 衛星 
(OICETS) と 小型 科学 衛星 INDEX 


は 、15 分 後 ロ ケッ ト か ら 分 離し 、 
衛星 軌道 に 投入 され まし た 。 
打ち 上 げ 後 、 OICETS は 「 き ら り |、 
INDEX は 「 れ い め い 」 と 命名 され 
まし だ た 。 


バイ コ ヌ ー ル 宇宙 基地 で の 、OICETS、INDEX の 打ち 上 げ の 様子 
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れ 分 の り 光 場 小 着 ぶ 目 実 

て と 画 や 所 意 し き 指 証 

い 「 像 に 星 ま 写し を 

な 朗 で 志 。 竹 え し 尾目 

ま 約 経 045 2 小 定 ワ プ の な イ す 様 
し 3 て 年 号 0 惑 で の ル 後 鍵 ト ゾ 子 

た 借 順 5 機 0 邊 す 詳 採 (に カ こ が 
2 調 月 で 3 凌 細 集 約 な ワ の は 
0 に の 石 年 探 な や 2 る の まっ 
0 飛地 を 5 査 科 地 か 可 起 2 き 
0 行 球 了 月 機 学 形 月 能 源 入り 
方 を ス 坊 に つ 往 測 に 性 を と 
km 続 ウ げ M は 測定 わが 考 あ 提 
の け ィ ら 5 | や が を た あえ 多 を 
中 ソン れ V ぶ 行 含 つ り る 諾 ら 
離 地 グ て ロミ わせ て ま 上 すれ 
に 示 0 以 ク に も 1 、 ま で きま て 
達 か イ 来 ツ は る ト サ "重き い 
し ら を ハト ハム 予 カ ン こ 要 稚 ま 


INFORMATION 


小型 超 音 速 実験 機 の 


飛行 実験 


JAXA で は この 秋 、 オ ー ス トラ リア ・ 


ウー メラ 実験 場 に お いて 、 小 型 超 
音速 実験 機 の 飛行 実験 を 行い ま 
す 。 こ の 飛行 実験 で は 、 実 験 機 
を ロケ ッ ト で 打ち 上 げ 、 ロ ケッ ト 
か ら 分 離し た 実験 機 を 単体 で 消 
空 さ せ 、 マ ッ ハ 数 2 の 飛行 実験 | 
を 行い 空力 性 能 や 表面 圧力 な ど 
の デー タ の 取得 を めざし ます 。 こ 
れ に より 、 コ ンピュータ に よる 新 
し い 設 計 技 術 の 実証 、 超 音速 機 
特有 の 形状 に 対す る 設計 技術 の 
獲得 、 無 人 超 音速 飛行 実験 技術 
の 鞭 積 を 図り ます 。 


発射 全 に セッ ト さ れ た 


ケッ ト と 実験 機 


グラ ンプ リ 曲 に 選ば れ た 「E.Bakay」 の 演奏 ( 左 ) 、 表 彰 式 の 様子 
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洲 国 オ ウフ \ イ オ 州 の 
高校 か ら 
」 折 稚 が 何 贈 


| 授 寺 で 、 原爆 の 披 害 を 学ん だ 商 校 
泊 が 平和 へ の 願い を 込め て 折っ 
た 千羽 第 を 、 JAXA に 寄 喘 し て く 


だ さい まし た 。 年 

を ム 用 
に 昌 し 
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JAXAS 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


発行 企画 倫 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 傘 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 

印刷 製本 供 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


平成 17 年 8 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 
委員 長 的 川 泰 家 
副 委員 長 矢代 清高 
浅野 眞 / 寺 門 和夫 
山根 一 眞 


委員 
顧問 


再生 紙 (古紙 100%6) 使 用 


で rr ざこ イー S テ ポテ ンー 
匹 避 性 。 は で 見 きす 渡 記 密 〇 


打 の の 定 を の 知 エ 6 
ち A 刀 し 行 ラ 万 ン 3 
上 SS た い イ 博 ト 7 
呈 度 の まま プア こ 9 傘 
の RS は し 演義 1 品 
イ 0 ログ た 奏 人 え に か 
陸生 

の グ 
1 史 ル ラ る ホ ^ ピ 
ネネ 生 ー ン ョ | 6 れ 
ッ ニ ニーロ プ 最 ル 月 た 
ト す で も リ 終 で 名 4 
中 ざ 包 曲 審 応 日 作 
継 < 7 S に 人 査 葛 品 
で ご ン 月 決 会 者 愛 の 
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10 世界 の 宇和 関係 が 舞岡 に 集結 
第 56 回 国際 宇宙 会 議 

」 福 岡 大 会 が 開催 

10 月 人 県 で 世界 最大 の 宇宙 学 

- 会 、 ア ジア 最大 の 宇宙 会 議 が 開 


催さ れ 、 世 界 中 か ら 宇 宙 関 係 者 
が 集まり ます 。 

10 月 11 日 か ら 13 日 は 、 北 九州 市 で 
日 本 の 文部 科学 省 と JAXA が 主催 
の [第 12 回 アジ ア 太 平 洋 宇宙 機関 
会 議 ]、14 日 か ら 15 日 は 、 同 じ く 
北九州 市 で 「 国 連 ・ 国 際 宇 宙 航 行 
連盟 (IAF) 合 同 ワー クシ ョ ッ プ 」、 
16 日 か ら 21 日 は 、 福 岡市 で 「 第 56 
回 国際 宇宙 会 議 の 福岡 大 会 (IAC 
2005 Fukuoka)」 が 開催 され ます 。 
IIAC 2005 Fukuoka| は 、60 か 国 
か ら 1600 名 を 超え る 科学 者 ・ 技 術 
者 が 参加 する 世界 最大 の 宇宙 工 
学 の 学会 で す 。 宇宙 開発 に 関す 


部 宮 [ 。 は ご 放 選 語 湯 ペー スッ 


遇 に だ: 


滞 蛍 諾 ご NNNN 
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へ 回 情け 郁 = 叔 
生生 1 
いる も 呈 則 定 昌 
。 の 信 り 理 
うー を 、 解 甘 キ 
テ 環 告 イ し に 
) 環 行人 に 

2 つや て つの や ギヤ 
マレ し て ン も い や ペ 
で て き ト ら て ン 
店 いそ な う AN 
楽 二 ま ど と 広 
の 空 し を と く | 
募 へ た 通 を 国 ン 
集 宇 し 心 民 
キ 宙 今 て が の レー 


6 RT 
る 科学 、 技術 、 法 学 、 環 境 間 題 、 
地球 資源 、 科 学 教育 な ど 、 お よ 
そ 100 テ ー マ に 及ぶ 最新 の 研究 成 
果 お よび 計画 の 進捗 な ど に つい 


て 報告 ・ 情 報 交 換 を 行い ます 。 
学会 発表 の ほか に 、 各 国 の 宇宙 
プロ グラ ム の 紹介 展示 や 民間 の 商 
品 展示 が も あり ます 。 

また 、 青 少年 向け の [ふれ あい フェ 
ステ ィ バ ル 」 な ど 、 一 般 向け の 宇 
南 イベ ント も あり 、 こ の 秋 、 福 岡 は 
"宇宙 で 賑わい ます 。 JAXA で は 
各種 会 議 や イベ ント を 全面 的 に 支 
援 す る と と も に 、 次 世代 の 専門 家 
育成 の た め に 101 名 の 学生 を 学会 
に 派遣 し て いま す 。 


事業 所 等 一 覧 


5 本社 

3 航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
〒182-8522 

東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 

紀 TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


相模 原 キ ャ ン パ ス 

〒229-8510 

神奈 川 県 相模 原市 由 野 台 3-1-1 
TEL : 042-751-3911 

FAX : 042-759-8440 


種子 島 宇宙 セン ター 
〒891-3793 
鹿児島 県 熊毛 郡 南種子 町 
大 字 茎 永 字 麻 津 

TEL : 0997-26-2111 
FAX : 0997-26-9100 


地球 観測 利用 推進 セン ター 

| 〒104-6023 

東京 都 中 央 区 晴海 1-8-10 
晴海 アイ ラン ド トリ トン スク エア 
オフ ィ ス タワ ーX 棟 23 階 

TEL : 03-6221-9000 

FAX : 03-6221-9191 


名 古屋 駐在 上 員 事務 所 
〒460-0022 


金山 総合 ビル 10 階 
TEL : 052-332-3251 
FAX : 052-339-1280 


曰 田 宇宙 空間 観測 所 
〒384-0306 
長野 県 佐久 市 上 小田 切 
字 大 曲 1831-6 

TEL : 0267-81-1230 
FAX : 0267-81-1234 
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あり が と う ご ざ いま し た 。 


TJAXA i| は 、 
あな た と 宇宙 を 結ぶ 
怒 品 で す 。 


至 品川 


ショ ッ プ & レ スト ラン 


オア ゾ 


較 居 


東京 駅 


東京 駅 丸の内 北 


より 徒歩 1 分 10:00 一 20:00・ 年 中 無休 (元旦 を 除く ) 


愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 


沖縄 宇宙 通信 所 も 特別 展 を 実施 し て 
参加 し まし た 。 暑 い 中 た くさ ん の ご 来場 


航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
飛行 場 分 室 

〒181-0015 
東京 都 三 鷹 市 大 沢 6-13-1 
TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


筑波 宇宙 セン ター 
〒305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL : 029-868-5000 
FAX : 029-868-5988 


内 之 浦 宇 宙 空 間 観 測 所 
〒893-1402 
鹿児島 県 肝属 郡 肝付 町 
南方 1791-13 

TEL : 0994-31-6978 
FAX : 0994-67-3811 


能代 多目的 実験 場 
〒016-0179 

秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西山 1 
TEL : 0185-52-7123 

FAX : 0185-54-3189 


勝浦 宇宙 通信 所 

〒299-5213 

千葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 1-14 
TEL : 0470-73-0654 

FAX : 0470-70-7001 


、 沖縄 宇宙 通信 所 
〒904-0402 

沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 字 安富 祖 

金 良 原 1712 

TEL : 098-967-8211 

FAX : 098-983-3001 


筑波 宇宙 セン ター 

秋葉 原 と つく ば を 最速 45 分 で 結ぶ 

上 つく ば エク スプ レス が 

H 8 月 24 日 に 開業 し 、 交 通 至 便 と な っ た 
筑波 宇宙 セン ター に 

ぜひ お 越し くだ さい 。 


東京 事務 所 

〒100-8260 

東京 都 千 代田 区 丸の内 1-65 
丸の内 北 ロ ビル ディ ング (受付 2 階 ) 
TEL : 03-6266-6000 

FAX : 03-6266-6910 


角田 宇宙 セン ター 
〒981-1525 

宮城 県 角田 市 君 意 字 小 金沢 1 
TEL : 0224-68-3111 

FAX : 0224-68-2860 


地球 観測 セン ター 
〒350-0393 

埼玉 県 比企 郡 鳩山 町 大 字 大 橋 
字 沼 ノ 上 1401 

TEL : 049-298-1200 

FAX : 049-296-0217 


三陸 大 気球 観測 所 
記 〒022-0102 
岩手 県 大 船渡 市 三陸 町 吉浜 
TEL : 0192-45-2311 
FAX : 0192-43-7001 


増田 宇宙 通信 所 
〒891-3603 
鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 
増田 1887-1 

TEL : 0997-27-1990 
FAX : 0997-24-2000 


。 小笠 原 追跡 所 

〒100-2101 

東京 都 小 等 原村 父島 桑 ノ 木山 
TEL : 04998-2-2522 

FAX : 04998-2-2360 


| 海外 駐在 員 事務 所 | 


ワシ ント ン 駐 在 貞 事務 所 

JAXA Washington D.C. Office 
2020 K Street, N.W.suite 325, 
Washington D.C. 20006 U.S.A 
TEL:202-333-6844 
FAX:202-333-6845 


ヒュ ー ス トン 駐在 上 事務 所 

JAXA Houston Office 

Cyberonics bldg., Suite 201,16511 Space Center Blvd., 
Houston, TX 77058 U.S.A 

TEL:281-280-0222 

FAX:281-486-1024 


ケネディ 宇宙 セン ター 駐在 上 事務 所 

JAXA KSC Liaison Office 

O&C Bldg., Room No.1014, Code: JAXA-KSC 
John F. Kennedy Space Center, FL 32899, U.S.A. 
TEL:321-867-3879/3295 

FAX:321-452-9662 


パリ 駐在 上 事務 所 

JAXA Paris Office 

3 Avenue Hoche, 75008-Paris, France 
TEL:1-4622-4983 

FAX:1-4622-4932 


バン コク 駐在 貞 事 務 所 

JAXA Bangkok Office 

B.B Bldg., 13 Flr.Room No.1305 
54 Awoke Road, Sukhumvit 21, 
Bangkok 10110, Thailand 
TEL:2-260-7026 
FAX:2-260-7027 


宇宙 航空 研究 開発 機構 


Japan Aerospace Exploration Agency 


広報 部 


〒100-8260 東京 都 二 代田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北口 ビル ディ ング 2F 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 


JAXA ホ ー ム ペー ジ http://www.jaxa.jp 
宇宙 情報 セン ター ホー ムペ ー ジ http://spaceinfo.jaxa.jp 
最新 情報 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/prmail/ 


